
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイとの交流事業の紹介（山形県）  

祝３０周年！・・・ってみんな知ってますか？～令和３年富山県と
オレゴン州は友好提携３０周年～（在ポートランド領事事務所）  

「サク」という同じ都市名が姉妹都市・ホストタウンのきっかけに！ 
                          （長野県佐久市とエストニア） 

グローカル通信1１月号 
～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 

外務省地方連携推進室 

第15３号 令和3年1１月1日 

外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は１２月１日の予定です。グローカル通
信に是非ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は、gaimu-renkei@mofa.go.jp 
までお願いいたします。 

詳細 

詳細 

詳細 

詳細 

山 
形県とタイとの新たな交流が
進展中！ 
本年7月に開催された、第1
回山形県タイ王国オンライン

交流会。山形県、山形県タイ友好協会、駐
日タイ王国大使館、タイの銀行や旅行会
社、山形県内企業など様々な分野において
タイと関わる方々がオンライン上で初めて
一堂に会し、活発な意見交換が行われまし
た。なんと、山形県庁発バーチャル ユー
チューバーも登場するなど工夫も沢山。交
流のきっかけや今後の展開に着目です！ 

ケルスティ・カリユライド前大統領と栁田佐久市長 
（撮影 Karli Saul） 

エストニア共和国フェンシングチーム 

毎月のオンラインミートアップ クレアＮＹ草壁さん、オレゴン日米協会宮永さん、
ポートランド州立大学西芝先生と 

第1回山形県タイ王国オンライン交流 
（YouTube投稿用のサムネイル画像） 

交流の案内 

長 
野県佐久市はエストニア共和国のホストタウンとして、今夏開催さ

れた東京2020オリンピック・パラリンピックで、フェンシング、柔道、

レスリング、陸上（十種競技）の選手の事前合宿を受け入れまし

た。交流のきっかけは１９９８年に駐日エストニア共和国大使館の

職員が上信越自動車道で佐久ＩＣの標識を見つけたこと。同じ名前の佐久市とエスト

ニアのサク市は、２００７年に友好都市協定、２０１９年には姉妹都市協定を調印し、両

市間の関係は益々強化されています。佐久市では、エストニア共和国のことを多くの

市民に知ってもらおうと、観光プロモーションや音楽コンサート、小中学校ではエストニ

ア料理が給食で提供されるなど、多くのユニークな取組が行われてきました。今後も

様々な分野での交流が続き、エストニアブームも持続することが期待されます！ 

米 
国西海岸にあるオレゴン州は、「ライフスタイル」や「クリエイ
ティブ」な文化で知られる州内最大人口のポートランド市で
有名ですが、州を南北に縦断するカスケード山脈から太平
洋岸までの地域に広がる深い森により林業が盛んな所でも

あります。このような自然環境が似ていることをきっかけに、何と３０年にわ
たってオレゴンとの交流を続けているのが富山県です。といっても、そんなに
長く続く交流について知っている人は残念ながら限られていて、お互いのこと
をよりよく知るための様々な取組が始まりました。毎月１回「Oregon Toya-
ma Connection」という名のフェイスブックグループで毎月交流の場を持つ
取組とともに、お互いの地域の魅力的な紙のポスターを贈り合って、お互いの
存在の認知度を高めるというアナログな取組も行われています。今後も、両
者がより関係を深めていけるようなユニークな取組が期待されます。 

★地方連携推進室から 
・外交実務研修員からの寄稿（森本外交実務研修員） 
★在ホーチミン総領事館から 
・ベトナム南部地方省の魅力（ロンアン省） 

詳細 

詳細 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003731.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003585.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001518.html
https://www.hcmcgj.vn.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00524.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003586.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page25_001870.html
maikto:gaimu-renkei@mofa.go.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fostering       mutual exchanges   @SORAHAKU324 

in@kakamigahara_PR#GifuPref.     ＆ 

@museumofflight        in #Seattle      signed    a 

Partnership agreement      A link to revitalize regional 

industry & community 

岐 阜 県 各 務 原 市      の宇宙博   とシアトル航空博物館 

が協定   

seattle.us.emb-japan.go.jp/itpr_en/202109... 

 

 

「びわ湖の日」４０周年～湖を守り、持続可能な社会の実現へ 
                                      （滋賀県） 

 

                                                      
和歌山県－ベトナムＪＥＮＥＳＹＳ学校交流プログラム（和歌山県）                                                               

★地方連携推進室ツイート・ザ・べスト★ 
（期間：9/16～10/15）  

詳細 

詳細 

詳細 

詳細 

Twitter／＠LocalMofa 
 

 

～鳥取県の伝統的・郷土工芸品（民芸品）の海外展開～ 

鳥 
取県には、「因州、筆切れず。」と言われる因州和紙をはじめとする伝統的工芸品（３品目）に加え、鳥取県知事が指定
する郷土工芸品が４９品目あり、魅力ある鳥取県の工芸品を、国内だけでなく海外にも発信しています。 
今回の記事では、フランスにて毎年開催している鳥取の工芸品展を紹介します。フランスのインテリア系インスタグラ
マーでトップの人気を誇るインフルエンサーと協力した鳥取の魅力を、是非インスタグラムを片手に、発掘しませんか！ 

Ｍｉｎｇｅｉ ｗａ Ｋａｗａｉｉ (民芸はかわいい)！ 

Ｍａｍｉｅ Ｂｏｕｄｅのインスタグラム 展示会場の様子 

夢 
とロマンあふれるパートナーシップに  
ワクワク！ 
今回は、岐阜かかみがはら航空宇宙博
物館とシアトル航空宇宙博物館がパー

トナーシップ協定を結んだことを紹介したツイートに
最も注目が集まりました。 

海外の博物館との連携に積極的な岐阜かかみが
はら航空宇宙博物館では、今回の協定を契機とする
新たな展示が計画され、またこれから資料相互借受
や学芸員相互交流などが行われるそうです。グロー
バルミュージアムへの益々の変貌に期待大！ 

悠然たる琵琶湖の佇まい マザーレイクゴールズ・MLGsのロゴマーク 

左：ベトナム蓮（於：紀の川市平池緑地公園） 
右：大賀蓮（於：紀の川市平池緑地公園）  

高校生たちによるオンライン交流の様子 
（２０２１年９月） 

日 
本で最も大きい湖・琵琶湖は、滋賀、京都、大阪、神戸などの近畿

1,450万人の生活を支える水源であるだけでなく、約400万年の

歴史を持つ世界有数の古代湖であり、生態系の宝庫でもあります。 

そのような琵琶湖の環境を守るため、滋賀県や滋賀県民は様々な

努力を行ってきました。合成洗剤を使わず、粉石けんを使用する「石けん運動」、「世界

湖沼会議」開催の提唱、琵琶湖版SDGsであるマザーレイクゴールズ・MLGsはその一

例です。また、湖を縁として、アメリカ ミシガン州（ミシガン湖）、ブラジル リオ・グラン

デ・ド・スール州（パトス湖）、中国 湖南省（洞庭湖）と、姉妹友好州省となり、協力して

湖の環境保護を促進しています。 

「びわ湖の日」制定４０周年を迎え、今後も滋賀県は琵琶湖を守る取組を進めてい

きます。 

和 
歌山県北部に位置する紀の川市は、ベトナムから寄贈された蓮の

苗をきっかけに、長年にわたりベトナムとの交流を重ねてきました。

2020年1月には、外務省が推進する対日理解促進交流プログラ

ムJENESYSの一環として和歌山県の高校生がベトナムを訪問し、

日本とベトナムの関係について知見を深めました。新型コロナウイルス感染症の感染

拡大により、対面での交流は困難となった中でも、両者の交流は絶やさず続けられて

います。今回の記事では、2021年9月にオンラインで行われた高校生たちの交流の

様子をご紹介しています。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003587.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003583.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003579.html
https://twitter.com/LocalMofa/status/1442324982319644677
https://twitter.com/LocalMofa
https://twitter.com/LocalMofa/status/1442324982319644677

